
 

 

5・12「戦争法廃止・憲法改悪阻止― 

いのちと平和を守る」大行動アピール 
 

 

私たち医療労働者は、戦争法廃止・憲法改悪阻止、夜勤改善・大幅増員で安全・安心の医療・介護の実現を求め、北海道か

ら沖縄まで全国の仲間とともに、本日 5月 12日、「いのちと平和を守る大行動」に決起しました。 

 

安倍政権は、「立憲主義を守れ」「民主主義を守れ」という国民世論と空前の声に背いて、数の暴力で憲法違反の「戦争法」

を昨年 9月に強行採決しました。この「戦争法」は世界中で戦争することができる法律です。法律の成立後、政府は救急救命

士と准看護師の資格を持つ自衛官を現場で気管切開など医療行為ができるように自衛隊法を改正しようとするなど着々と「戦

争」にむけての準備を行なっています。いのちを守る医療・介護労働者として、こうした戦争への道を進んでいる政府の動き

を決して許すことはできません。 

 

この立憲主義を否定する安倍政権は、戦争する国づくりと財界・大企業の利益を最優先する政治を進め、医療・介護・社会

保障を切り捨てています。「戦争法」で否定されようとしているのは、私たち自身のいのちやくらし、人権です。平和であっ

てこそよい医療や介護が実現できます。私たち医療・介護ではたらく者は、かつて戦争に動員され協力させられた痛苦の思い

から、「ふたたび白衣を戦争の血で汚さない」の固い決意を掲げ、戦争法廃止、社会保障の充実を求めてきました。その先輩

から受け継いできた戦争法廃止の決意を内外にあらためて表明します。 

 

今、学者・研究者、シールズやママの会など全国各地で戦争法廃止にむけた共同が広がっています。そして戦争法廃止・安

倍政権打倒にむけ、国政選挙での協力を含む野党 5党の合意が実現し、国民の手で現実に政治を変える新たな局面が開かれま

した。 

 

こうした中で、私たち医療労働者は、戦争法廃止で一致する野党の統一候補への支援を呼びかけ、戦争法廃止にむけて全力

で奮闘します。 
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